
令和８年度事業概要                           

事 業 名 地域ケア会議（地域包括ケアシステムの構築）         （歳出：４－３－８） 

令和８年度当初予算 ３６８千円 事業実施主体 蔵王町 事業開始年度 Ｈ１８年度 

補助・単独の別 補 助 補 助 率 国38.5％ 県19.25％ 町19.25％ 第1号保険料23％ 
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地域支援事業実施要綱 

蔵王町地域包括支援センター設置要綱 
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① 地域ケア会議（処遇困難個別ケース） 

随時開催（緊急時）⇒総合相談を兼ねる 

② 自立支援型地域ケア個別会議 

 ・要支援認定者を中心に、自立した日常生活

を営むために助言者を交えて必要な支援体制

に関する検討を行う（薬剤師・歯科衛生士・

管理栄養士・理学療法士・言語聴覚士を助言

者とする）。 

③ 地域ケア個別会議専門職訪問事業 

 ・地域ケア個別会議で検討された事例宅に助

言者が訪問し、本人の状況を確認しながら支

援策を検討する。 

③ 地域ケア推進会議 

・地域課題解決に向けた地域ケア会議の開催で 

 高齢者の生活支援の関係機関が集まり、課題

検討の場とする。 

  ※地域支え合い協議体で会議を兼ねる 

【予算】 

 ②地域ケア会議 

・助言者報償費 

（7,000円＋9,400円＋8,260円＋8,500円×

２人）×６回＝245千円 

・消耗品10千円、 役務費9千円 

④ 地域ケア個別会議専門職訪問事業（自宅会場型） 

・助言者報償費 （7,000円×２H＋交通費）×

6回＝99千円 
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多職種による個別ケースの支援内容の検討を通じ

た、高齢者の実情把握や課題解決のための地域支援

ネットワークの構築、地域の介護支援専門員の法の

理念に基づいた高齢者の自立支援に資するケアマネ

ジメント、個別ケースの課題分析等を行い、地域課

題の把握、施策化することを目的とする。 
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① 専門多職種の協働のもと、公的サービスのみな

らず、社会資源も積極的に活用しながら、高齢

者の自立支援に資するケアマネジメントを地域

全体に普及することにより、地域で高齢者を支

えるネットワークを強化する。 

② 高齢者の自立を支援するために具体的な地域課

題やニーズを吸い上げ、社会基盤整備につなげ

る。 

③ ケアマネジャー、事業所の資質向上支援の目的で本

人を交えない形式での自立支援型のケア会議を実

施していく。 
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【実績】 

地域ケア会議（個別ケース）実施状況（困難事例に対しての問題解決を図る会議） 

年度 回数 実事例数（延事例数） 事 例 内 容 

令和４ １ １（１） 身寄りのない認知症高齢者の対応について 

令和５ ４ ５（５） 認知症高齢者の対応について、身寄りのない高齢者への対応について等 

令和６ ７ １０（１０） 家族の支援が得にく方への対応、独居の認知症高齢者の対応について等 

令和７ １０ ８（１０） 認知症高齢者の対応について、今後の支援体制の検討について等 

自立支援型地域ケア会議実施状況     個別ケア会議専門職訪問事業  ※Ｒ６,７年度は、本人の希望なく未実施 

                            令和８年度は自宅会場型の地域ケア個別会議として実施する。 

年度 回数 事例数                              年度 回数 事例数 

令和４ ６ １０ 令和４ ０ ０ 

令和５ ６ １１ 令和５ ３ ３ 

令和６ ６ １１  令和６ ０ ０ 

令和７ ６ １０  令和７ ０ ０ 
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